
①「なぜ…」ときたら「から」があとにきます。
このように決まった言い方が来る副詞を「呼応
の副詞」といいます。
他にも「多分」→「だろう」、「けっして」→
「ない」、「まるで」→「よう」などがありま
す。

②「敬体（です・ます）」のスピーチ原稿です。
敬体で統一しましょう。

③「～によると」は情報元を提示しており、
「そうだ」「らしい」「ようだ」などの伝聞・
推定を意味する助動詞がうしろにつきます。

④「～したことは、…」ときたら「～というこ
と」と、伝えたいことをまとめましょう。

キソドリル⑦ 「文末」に気をつけよう
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問題文の「敬体の文末表現を補って」を見落
とさないようにしましょう。

違和感のない文章にするために、次のことに
注意しましょう。
②「～おそれがあります」として、主語と述語
がそろった文にしましょう。
④「～とよいです。」も間違いではありません
が、「よいです」と断定するより「よいでしょ
う」と推量の意味を持たせたほうが、強制感が
和らぎますね。

下の文を読んでみよう。

「昨日、ケーキを食べました。
なぜなら、妹の誕生日だ。」

……なんだか違和感のある文章だね。

①文体が揃っているか（敬体・常体）
②「なぜなら」のあとに「～から」がなどの
呼応することばがあるか

この２つに注目してみよう。

文体を統一するのは作文のキホンだよ。
誰が読んでも違和感のない作文を仕上げるため、
書き終わったあとに読み直す習慣をつけよう。

ここで覚えて
いてほしいこと

２


